
　　　　

　　　　ためになる「日本人のしきたり」「年中行事」

　☆衣替え　－　いつから、この日と決まったのか・・・

６月１日になると、学校や職場の制服が一斉に冬服から夏服に替わります。これは、かつて日本人のふだん着が和服だったころ、この日に裏地

をつけた「袷」から、裏地のない「単衣」に替えた風習が、いまに残ったものです。「衣替え」は更衣ともいい、平安時代の宮中で四月と十月

の朔日（１日のこと）に行われており、とくに四月朔日の更衣を「綿貫」といいました。これは、綿入りの衣服から綿を抜いたことによるとい

います。やがて、衣替えは民間には広まりました。しかし、四月に単衣に替えるのは気候的に合わなかったことから、江戸幕府は四月一日から

五月四日までと、九月一日から同月八日までは、袷、五月五日から八月末日までは裏地のない「帷子」、九月九日から三月末日までは防寒用の「綿

入れ」を着るという、一年に四回の衣替えを取り決め、民間でもそれに準じて衣替えをするようになりました。そして、明治時代になって和服

から洋服を着るようになったのを機に、政府は六月一日を夏の衣替え、十月一日を冬の衣替えの目安としました。それが今日まで続いています

が、年によって気候の違いもあり、現在では学校など以外、衣替えの時期はさほど厳密ではなくなっています。
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